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日本における地磁気変化ベクトル

'の異常について (第四報)

一一日本北部の根室・礼文・稚内・豊原の変化ベクトル一一

久保木忠夫

概要

地磁気短周期変化の変化ベクトルが非常に局地性があることは多くの研究者により明らかにされ

っ、ある。この報告は過去に観測された資料から根室・礼文・稚内および豊原の4つの観測所の変

化ベクトルを求めたものである。 .dZ=A.dH+B.dDから求めたA，Bの値はー0.03-0.35で日本中部

の異常域のように大きな値ではない。変必ベクトルは北海道の内陸部に向っていて，一般的な傾向

と一致しているが，詳しく見るとかなり複雑である。また豊原は Durationが2-3分の所を限界

にして短い周期のものと長い周期のものとは A，Bともに符号が変るという特異性を有している。

1. はしがき

日本列島における地磁気短周期変化ベクトノレの異常については多くの研究者によりその実

態が調査されつ与ある。そして局地性が意外に大きいことが明らかにされつ hある。著者は

地磁気観測所が過去において根室・礼文島において行なった日食観測の結果を整理し，また

手元にあった豊原地隊気観測所の記録祇の一部と現在の YuzhnoSakhalinskのマイクロフ

ィノレムのコピーを用い，また電波研究所の稚内観測所で得られた資料を拝借してこれを整理

し日本北部の地地磁気変化ベクトノレを調査した。この報告は一部すでに発表してあるが(久

保木忠夫， (1967川))，その後得られた2，3の資料を加えて検討してみた。

調査の方法は著者が従来行なってきた久保木忠夫(1966)ω のものに従って， よく知られ

ているように次の式で示される A，Bの値を出し，これから求まる変化ベクトルsについて
議論した。

.dZ= A.dH + B.dD ( 1 ) 
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ここで .dZ，.dH および.dD(H.dDで表示されることもありこれと同一意味である)はそ

れぞれ地磁気短周期変化の鉛直分力・水平分力および伺角の変化量を表わす。また変化の

Durationは 0.5.......60分のものを取扱い pi2，ssc， si， bayなどの割合に典型的な現象を利用

することに努力した。とくに著者は Durationが 1-3分の短周期変化の異常を見つけるた

め，早回し記録を利用することにつとめた。

調査の対称にしたのは A，Bから求まる変化ベクトノレsの特性とその周期特性の二つであ
る。
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2.観測資料

今回の調査に使用した観測資料と観測所の状態は次の通りである.

2.1. 根室

1943年2月5日の北海道根室地方から南西にかけて起った皆既日食に際して，地磁気観測

所では1943年 1月より 2月まで地磁気・地電流・空中電気の観測を行なった。

観測所は第一図に示してある。花咲半島の中央部にある根室市の郊外にある根室測候所の

構内に観測室を仮設した。そこは海岸から約500m離れた所で，人工援乱は全くなかった。

観測室は地下織にして内部は約2mx4mの広さで，温度の変化はO.IOC以下であるため，変

化計の温度係数が数 r/OCあったが，今回の調査には問題なかった。観測期聞が短いため，

当時の変化計の安定からみれば driftは少なくなかったがそれも問題になる程ではない。

Fig. 1. Map of observatory in the vicinity at Hokkaido. 

観測所の経緯度は次の通りである。

地理的経度 1450 -35' E 硲気的経度 209.70 

地理的緯度 430 -20' N 磁気的純度 33.60 

変化計はエッシェ Yハーゲγ型水平分力・偏角変化計とワットソ γ型横吊式の鉛直分力変

化計で，吊糸はいづれも水品糸を用いた。記録は 1時間 15mmの選回し記録と日食観測時

などの特別な場合は10倍の 1時間の150mmの早回しとした。寸法値は偏角がl'/mm (5.8r / 

mm)，水平分力が 0.9......，1.1r/mm，鉛直分力が 1.2-3.0r/mmであるo 鉛直分力変化計は吊具

が不完全であるため寸法値の変動が大きいが，殆んど毎日測定をしていたので，今回の調査

には十分な精度が得られた。
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変化ベクトノレを求めるのに利用出来た現象は約30こであり，早回し記録から得られたのも

3こあった，

2ム礼文

1948年5月9日の北海道北部の金環日食に際して，地磁気観測所では 3月より 5月まで地

磁気・地電流・空中電気の観測を行なった。観測所の位置は第 1図に示してあり，稚内の酉

に50km離れた礼文島の東海岸の中央部より南よりの香深井にあった。

観測所の経練度は次の通りである。

地理的経度 1410ー03'E 磁気的経度 205.50

地理的緯度 450-20'N 舷気的緯度 35.10 

観測室は海岸より約400m離れた所に地下壕を作り内部は約 2mx4mの広きで，温度の日

変化は 0.1.......0.2
0
C 以下であり，変化計の温度係数は大きいが，今回の調査に問題になるこ

とはない。

変化計はエツ司ジェ γハーゲγ型水平分力・偏角変化計とシュミット型ローカノレパ 9オメー

ターを改造したナイフエッヂでき、えられた磁石系をもっ鉛直分力変化計である。記録紙の

速さは 1時間15mmで日食の前後では4倍の早さにしてある。寸法値は偏角・水平分力およ

び鉛直分力がそれぞれ 6.1rlmm・1.5.......1.6r/mm・3.5-4.7r/mrriである。鉛直分力は磁石系

が大きいため感度を上げると周期が長くなるため，悪いまま記録された。このため観測期間

中では数多くの擾乱があったが，変化ベクトルを求めるのに利用しうる現象は，鉛直分力の

変化の大きいものに限られ約20こに過ぎない。なお記録は4月16日より 5月20日まである。

2ふ稚内

IQSY期間中に電波研究所の稚内観測所が行なった資料を利用した。観測室は同研究所の

構内で，海岸より約 800m離れている。観測所の経純度は次の通りである。

地理的経度 1410-41'E 磁気的経度 206.0。

地理的純度 450-24'N 磁気的緯度 35.30 

変化計は測機舎製GIT5.型Fluxgate磁力計で，記録は三成分とも同一記録計に15秒毎に打

点されて記録する。寸法値は偏魚・水平分力および鉛直分力ともに 1.5-1.7rlmmで，記録

紙の速さは 1時間25mmであるが，特別な期間中はその数倍の早さにしてある。また変化計

の温度係数は約2.......3 rloCであり，観測室の温度の日変化は2-30Cあったが，短周期の

現象を取扱う上で大きな誤差になることはないと考えられる。

著者は電波研究所から借用した割合に擾乱の多い日を選出し，その期聞は1964年9月より

1966年3月までの19か月で，原寸複製のものから読取を行なった。変化ベPトルを求めるの

に利用じた現象は約50こであるe

2.4. 豊原 (Y田 bnoSa柚 aUnsk)

ここは1945年まで気象庁{当時の中央気象台)により観測が行なわれていた。しかしその

ころの記録紙は断片的にその複製が地磁気観測所に保存されているに過ぎない。とくに日食

観測， 1932.......33年の極年観測期間中の急始嵐付近の遅回しおよび早回し記録の一部であり，

今回の調査には十分でない。

このため今回は C2地磁気資料セソターより入手した YuzhnoSakhalinskのマイクロフ



96 久保木忠夫

イノレムを利用した。盛原は第1図に示してあるように樺太の南端に近く，最も近い東海岸か

らでも約30km離れている。経緯度は次の通りである。

地理的経度 14r-42'E 磁気的経度 206.70 

地理的緯度 460-57'N 磁気的赫度 36.90 

観測はエッシェ γハーゲγ型の偏角・水平分力変化計とロイドバラγ丸型の鉛直分力変化

計で，温度係数は数rrcあるが観測室の温度の日変化が小さいので，今回の調査には問題
ない。

今回の調査には懐乱の多い IGY期間の資料を用いたが， 1958年 1月以降は鉛直分力変化

計の寸法値が大きくなって，変化ベクトノレを求めるのには不都合だったので， 1957年7月か

ら12月までの記録を利用したo 記録紙の早さは 1時間15mmで，寸法値は偏角・水平分力お

よび鉛直分力変化計がそれぞれ 4.1rlmm，3.1rlmm， 2.1--3.4rlmmである。

変化ベクトノレを求めるのに利用した現象は約40こであるが，地磁気観測所に保存されてい

る豊原の記録紙の原寸複製のものからの読取りした約40この現象も利用した。

3. 変化ベクトJL.の特性

それぞれの資料から，A，Bを求め変化ベクトノレの特性を求め，AまたはBについて Dura-

tionとの関係を示す周期特性を求めた結果は次の通りである。

3.1. 根室

根室における dZldHとdDldHとの関係を第2図に示した。 DurationdTは0.5分から

60分まである。これから次の値が求められる。ペ=0.10，B=ー0.33，変化ベクトルの大い

さ.vAi仁tB2=0.35，変化ベクトルの方向 α=N730W，パーキγソγベクトノレの方向 αp=

S730E，パ{キγーソ γベクトノレの大いさん=1800 
第2図で示される関係から，A，Bの値の分散が小さく変化ベクトルの存在する平面は幅の

せまい面であることが分る。またこの中には Durationが 0.5--1分の pi2が4こ含まれて

いる。

Q5 

-05 

Nemur。
(1943 Jan.̂'Feb.) 

P33 

A=010 
4石市内60同n. B=・033

Fig. 2. The corr.elation between dZ/dH and dD/dH at Nemuro， duration 
dT =0.5-60 min. 
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根室ではAの値が小さいので，この周期特性があっても大きな影響はないとして，Bの周

期特性を推定した。 Durationが 0.5........1分のものは正しくは求めにくいが Bの値を概算し

求めた。第3図は Bの値と Durationとの関係を示している。これから Bの値は Duration

が長くなると大きくなり，短周期現象では小さくなる傾向にある。しかしBの値の分散も大

きいのでそれ程はっきりしていない。

NE'mur。
(1943 Jar1， "VFet) 

も

。
ャーー一一

ω
∞。 10 お 却 40 日 min.

Duration 

Fig. 3. The change of B at Nemuro due to the duration of variation concerned. 

3ム礼文

礼文における L1Z/L1H と L1D/L1H との関係を第4図に示した。 DurationL1Tは1分から

• Rebun 
(1948 Ap~吋州方)

a一出

05 

A=-O.03 
B=t0.35 

ュ0.5 .dTcいおmin. 

• 
二ω

Fig. 4. The correlation between L1Z/L1H and L1D/L1H at Rebun， duration 
L1T= 1--30 m泊.
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30分まである。これから次の値が求まる。 A=一0.03， B = 0.35， 変化ベクトルの大いさ

へ/矛平B2=0.35，変化ベクトノレの方向 α=8850E，パーキγ，/yベクトJレの方向的=

N850W，パーキγソγベクトノレの大いさん=190。

第4図をみると測定値の分散が大きいので詳しいことはいえない。これは現象が小きかっ

たからでなく前節で述べたように変化計の寸法値が大きいために起ったものである。平均直

線からずれている測定値はいづれも読取値の小さいものであり，本質的に変化ベクトルの拘

束される平面に幅があるとは思えない。

またAは小さいからBの値を推定して周期特性を求めると第5図のようになる。これから

のB値は Durationによらず一定であるといえる。 Durationが 1........2分の ssc，pi2などの

現象は正しく求めにくいが示してみた。念のため Durationが1........2分のものと 8分以上の

ものについて .dZ/.dDを求めと，その平均値はいづれも 0.37であり周期特性のないことが

分る。しかしごく少ない2例ではあるが，早回し記録紙をみると短周期現象ではAの値の周

期特性がある様である。これについては礼文が小さい島であることから予想されることであ

り，今後機会があれば再測定の必要があると考えている。

Rebun 

B r (1948 Apr-vMay) 。
。

Q41-co 0 
。

e-C 

031- 00 
U 

。2~ -0 。 。。 。。1
00 
O 10 20 30 1.0 min， 

Durat'lon-

Fig. 5. The change of B at Rebun due to the duration of variation concerned. 

3ふ稚内

稚内における .dZ/.dH と .dD/.dH との関係を第6図に示した。 Duration.dTは 0.5分よ

り60分まである。この図から次の値が求まる。 A=ー0.15，B = 0.13，変化ベクトノレの大い

さへ/瓦2+ B2=0.20，変化ベクトJレの方向 α=8400E，パーキソソ γベクトルの方向
的=N40oW，パーキγソγベクトノレ大いさん=1900 

第6図には Duration .dT = 0.5分 1........5分， 6......，60分の三つをそれぞ区別してある。

A， B の値が同じ程度であるから，一方を推定して他方の周期特性を求めるのは難しいが，

Duration の短い現象が割合多かったので 5分以下と 6........60分の長いものの二つに分けて

求めると，前者は A=一0.15，B=0.13，後者は A=ー0.17，B=0.10となる。すなわち

短周期の変化ベクトルの方向は長い周期のそれより100南よりになり方向はα=8300Eとな
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AZ I Wakkanai 
ヨ日 (1964Sep. -1966陥仁)
0.5 

Q2 

-0.5 

. :.d丁目 6-6o.min.
o:AT= 1，....，5min. 

。:ATG 05min. 

Fig. 6. The correlation between .dZj.dH and .dDj.dH at Wak.kanai， duration 
.dT=0.5，..，，60 min. 
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る。しかしpi2のような早い変化が更に方向をかえる程明瞭でない。とくに記録計が15秒毎

の打点式であるためはっきりしないのは残念である。また第6図の .dZltJH=O.06，tJD/.dH 

=ー0.50の値ははっきりしたもので，もし早田し観測をすれば更に興味ある観測結果の出る
ことを予想させるものである。

また稚内では Bayのような Durationの長い変化では鉛直分力の位相のずれが目立ち，

.dZ/.dH の値が大きくなり易い。すなわち鉛直分力は水平分力よりも位相が進む傾向にあ

る。

3.4. 豊原 (YuzbnoSakhalinsk) 

豊原における AZ/.dH と AD/tJH との関係を第7図に示した。ここでは Durationが

0.5 

Vuzhno Sakhalin出(Toyohara)
(1957 July ....，Dec.) j長

• 

.:AT=o.5ザ 2min.
-0.5 ・:~T=-4 "，，!:i)min. 

Fig.7. The correlation betweeoAZjAH arid tJDj.dH at Yuzhno Sakhalinsk 
σ'oyohara)， duration tJT=O.s ....... 50 m泊.
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2--3分を限界にして， A，B の値がはっきりと分れる。これから次のような値が求まる。

Duration 4 --50分のとき， A=0.02， B=ー0.16，変化ベクトノレの大いさへIA2王s2=0.16，
変化ベクトノレの方向α=N830W，パーキνソγベクトノレの方向的=N830W，パーキソソ

γベクトノレの大いさん=900

Duration 0.5--2分のとき， A=ー0.03，B = 0.16， 変化ベクトノレの大いさへ/亙平面=

0.16，変化ベクトノレの方向 α=NI010E，パーキンソンベクトノレの方向的=N790W，大い

さ sp=90。

Duration 0.5--2分では A，Bを正確に求め難いので，AZ/ADを以て Bにかえ， 4 --50 

分ではAを一定として Bの周期特性を求めると第 8図のようになる。 Durationの4--50分

では10分より早い変化でBの値が急に小さくなり出している。これはAを一定しないでDura-

tion 4......，10分の区分に切って求めても A=0.02，B=ー0.10となりBだけが周期特性を有

していることが分る。またDurationが 0.5--2分の早い変化では AZ/ADの値は正の値に

なり且っこの値は単に Durationにだけによらない複雑なものとなる。

-Q1 

-02 

Vuzhno sa附1Cllinsk(Toyohara) 
( 1缶，7July -vDec.) R
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。 5 10 15 20 ]) l/J min. :0 
Duration 

Fig. 8. The change of B at Yuzhno Sakhalinsk (Toyohara) due to the duration 
of variation concerned. 

豊原の記録紙をみると鉛直分力の変化は普通は偏角の変化に類似していて偏角がゆるく東

偏するとき，鉛直分力はゆるく減少する方向に変化する。しかし Durationが2分以下の急

変化になると偏角が東偏すると，鉛直分力はー且急激に増加してからゆるく減少して行く。

これは急始嵐でよくみられることで，非常に早い変化のときはAの値が大きいものと想像さ

れる。

Durationが2"""'3分の所では AZ/ADまたは Bの値は正と負のものが入り混じってい

るo もし急峻な変化のあとならば正，ゆるい変化の後すなわちだんだん早い変化に変るとき

ならば長い間 AZ/ADは負となっている。この現象は著者が今まで調査した日本付近の観測

所の資料では見られなかった特異な現象である。
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さらに豊原の鉛直分力の変化は偏角の変化より大きく位相がおくれ易く， Duration 20-

40分に対して 5-10分も遅れる。この遅れ方は Durationだけによるのでなく，水平分力の

変化にも左右され単純でない。また急始嵐のときの鉛直分力の最高値に達する時聞は，

Duration 5分くらいのとき 1......，3分遅れるのが普通である。しかし久保木忠夫ら(1966ω)

のいうような，鹿野山の鉛直分力の立上りの起時が0.3-2分も遅れるというような現象は，

豊原では見られなかった。少なくも遅回し記録紙からは:t:1分以内で三成分とも同時に急変

化現象は起っている。

以上のように豊原は Durationが3分付近を限界にして変化ベクトルの方向が180。変るこ

とは非常に特異なことで，今後の特殊観測の結果に期待するところが大きい。

3ふ女満別

1936年6月19日の北海道東部の皆既日食のとき，現在の女満別出猿所の近くで地磁気・地

電流・空中電気の観測を行なった。観測点の経緯度は次の通りである。

地理的経度 1440-12'E 磁気的経度 208.40 

地理的緯度 430-51'N 磁気的緯度 33.90 

観測はエッシェ γハーゲγ型の偏角・水平分力変化計とワットソン型の横吊型の鉛直分力

変化計で，観測室は地下壌で温度の日変化はO.lOC以下である。寸法値は偏角・水平分力・

鉛直分力がそれぞれ 7.7rlmm，1.17rlmm， 4.0rlmmである。記録紙の早さは 1時間 15mm

である。記録は6月12日から 6月26日の聞とれている。同期間は割合に優乱したにもか Lわ

らず，鉛直分力変化計の感度が悪いため変化ベクトルを求めるのに利用出来たのは数こであ

る。

これから A，Bの値を求めると A=0.10， B=ー0.13，変化ベクトルの大いさ 0.16，変化

ベクトルの方向 α=N530W となる。これは Durationが約10分の変化である。またこの

結果は小数例であり信頼度が低い。

この女満別は現在の女満別出張所の南南東約 7km離れた平坦な地形上にあった。現在の

女満別の値は久保木忠夫ら(1966ω)により報告されており，A=0.03， B=ー0.26，変化ベ

クトルの大いさ 0.26，その方向 α=N830W である。ゆえに前述の A=0.10，B=ー0.13

は観測値が少ないことを考慮すると同一な値と考えてよい。すなわち女満別付近には局所的

な異常は，数kmの広さではないといってよい。

3.6. まとめ

各地の変化ベクトノレの特性をみると，いづれもその方向が東西に卓越している。しかしそ

の向きは東海岸と西海岸では逆になっている。また稚内の値は森俊雄(1968(3))が求めた値

と一致している。

AとBの周期特性をみるとかなり特異性がある。根室や礼文ではBは Durationが短かく

なると小さくなる傾向にある。稚内では Durationが短くなると A，B，共に小さくなる傾

向にある。しかしこの根室・礼文・稚内の三地点はそれ程の特異性があるわけではないが，

もし早回し高感度記録をとるならば Durationが 1-2分より早い変化に対して興味ある結

果の出る可能性があるe

豊原は Durationが2-3分の所でAもBも変わる。そして変化ベクトルの向きが180。反
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転し，これは不連続に起っている。 Bの値は Durationが10分より短い現象に対して大きく

なり， 1....... 2分のときBは大きく変わって正の値となる。このため急始嵐J si， pi2などの急

変化現象に対して，鉛直分力の変化は複雑で，その時点の値でなく，前の変化の様子が関係

してくる。また鉛直分力は偏角の変化より位相が大きく遅れ，これには水平分力の変化まで

関係しておりきわめて複雑である。

4. 北海道における変化ベクトル

以上求めた根室・礼文・稚内・豊原および女満別の変化ベタト，!レの外に久保木忠失ら

(1966ω)の求めた女満別の資料を加え，さらに森俊雄 (1968ω)の求めた中標別・浦河の

結果，西国泰典・横山泉 (1969ω)の求めた函館・伊達紋別の値，西国泰典 (1970ω)の発表

した平取-・白金・日商・静内の変化ベクトノレの値を綜合してみると，第9図の結果となる。

N
4
1
I
T
-
-

0.5 
何 F

Fig.9.τhe distribution of vector in vicinity 
at Hokkaido. 

この図から変化ベクトノレはほぼ北海道の中央に向っていることが分る。 Parkinson (1964 

ω)の主張するオ-Aトラリヤ大陸の中心部よりパーキソソ γベクトノレが放射状にのびてい

ることに類似している。著者は変化ベクトノレで示しているからパーキソソ γベクトルで表示

すれば方向が 1800異なって示される。 Parkinson(1964ω)の求めたオー九トラりヤ大陸の
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パーキγソγベクトノレは中央部に対して 450_700 ずれた観測点もある。これに対して第9

図では変化ベクトノレは北海道の中央部に対して 200_450 程度ずれているにすぎない。また

西国泰典ら (1969ω)のいっているように函館・伊達紋別ではんBの値の周期特性が大きく

単純ではない。この第9図には数分から 1時間までの Durationを有する現象に対する値を

示してある。

この変化ベクトルが日高山脈を分嶺にして分れていて白金の値がとくに小さいことは，伝

導性マγトノレのもり上り等で説明するより，もっと浅い周に原因があるのでないかと著者は

想像する。そして変化ベクトルの向きが逆になる限界線は盛原まで続いているのではないか

と推定しているe とくに Durationが数分より短い現象は， 局地性を示し易いが， しかし

Durationの長い現象は大勢を見きわめるのには，非常によい研究手段となると考えている。

また観測点のない海岸線について数点づ与観測を行えば，非常に興味ある結果が得られるも

のと期待している。現在までの測定結果からだけで北海道の地下構造を議論することはきわ

めて困難と考えている。

また地電流の変化の起り易いいわゆる主方向を吉松隆三郎(1957ω)が求めているが，そ

れと変化ベクトルの方向となす角は豊原 1610，稚内 840，礼文 1090，根室 330 であり，直

交性があると考えられるのは稚内と礼文のみである。このことは久保木忠夫ら (1965ω)が

求めた柿岡・鹿屋・女満別で変化ベクトノレと地電流の主方向とが直交するという結果と食い

違う。もし吉松隆三郎(1957ω)のいうように地電流の主方向が海岸線に直交するとすれば

少なくも豊原はその様になっており，変化ベクトノレが東西でなく南北方向にならねばなら

ぬ。すなわち豊原では直交性はなく，久保木忠夫ら(1965ω>)のいうことは一般的でなく特

殊な場合なのかも知れないし，とくに地電流の局地性が大きな問題である。

4.結論

日本北部の根室・礼文・稚内・豊原・女満別の資料から変化ベクトノレを求めその特性を明

らかにした。また他の研究者の求めた浦河・中標別・函館・伊達紋別・白金・日高・静内・

平取の変化ベクトノレの分布から次のことが分った。

(1) 根室では A=0.10，B=ー0.33，変化ベクトルの大いき 0.35，方向 N730W.である。

Bの周期特性としては Durationが短くなるとBの絶対値が小さくなる傾向がある。

(2) 礼文では A=ー0.03，B = 0.35，変化ベクトルの大いさ 0.35，方向 S850Eである。

Bは Durationが短いとごくわずか小さくなる傾向にある。

(3) 稚内では A=ー0.15，B=O.13，変化ベクトルの大いさ 0.20，方向 S400Eである。

Duration が短くなると南よりの方向に変化ベクトJレが向ってくる。また鉛直分力は水平分

力に比べて位相が進む傾向にある。

(4) 盛原 (YuzhnoSakhalinsk)では Durationが 4-50分のときは A=0.02，B= 

ー0.16，大いき 0.16，方向 N830W であり， Durationが0.5-2分のときは A=ー0.03，

B=0.16，φ大いき 0.16，方向 NI010Eである。 AもBも Durationが2;"""3分を限界にし

て符号が不連続に変わる。

ssc， si， pi2などの Durationの早い現象では，鉛直分力の変化はきわめて複雑で I1Z/I1D
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が正や負になる。これは前の変化の様子で変わってくるe また鉛直分力の変化は偏角より位

相が大きく遅れることが多い。

(5) 現在の女満別から約 7km離れた地点での変化ベクトノレは，現在地の値と殆んど変わ

りなL、。

(6) 北海道における他の研究者の求めた函館・伊達紋別・平取・白金・日高・静内・浦

河・中標別などの結果を綜合してみると，変化ベクトノレはほぼ北海道中央部に向っている。

しかしよく調べると日高山脈を分嶺として東西で反対になっており，伝導性マγ ト/レのもり

上り等よりもっと浅い層に原因があると想像される。現在程度の観測点では北海道の地下構

造と変化ベクトノレの関係を議論することは困難である。

(7) 稚内と礼文では地電流の主方向と変化ベクトノレとはほぼ直交するが，豊原と根室では

直交性がない。

(8) 今回報告した礼文・根室は日食観測のときの資料を利用したもので，十分なものでな

い。今後は測定様の改良も含めて観測精度を上げて，追加観測を行なうことが望ましい。
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The Anomaly of Geomagnetic Variation in Japan 
(Part IV) 

Tadao KUBOKI 

Abstract 

Many investigators have already researched that there are very small lccal 

characteristics in Japan on the geomagnetic rapid variation. The relation between 

the three components (L1H， L1D and L1Z) of the magnetic rapid variation vector is 

approximately expressed by the following formula， L1Z=A・L1H+B.L1D.

In this paper， the author determined the coefficients A and B at Nemuro 
(145035'E， 43020'N)， Rebun (141003'E， 45020'N)， Wakkanai (141041'E， 45024'N) 

and Yuzhno Sakhalinsk (Toyohara) (l42042'E， 46057'N). The values of A and B 

are from -0.03 to 0.35， and they are relatively small compared to those of the 

Central Japan. The change of A and B due to the duration of variation is smal1 at 

Nemuro， Rebun and Wakkanai， but at Yuzhno Sakhalinskσ'oyohara) the values of 

A， B are -0.03 and 0.16 when the duration is 0.5--2 minutes， and 0.02 and -0.16 

when that is 4--50 min. And at Yuzhno Sakhalinsk (Toyohara)， the vertical intensi-

ties of the rapid variations of which duration are 2-3 min.， are very comp1icated 

and L1Zj L1D's take the positive or negative si伊 s.

The vector S seems to tend towards the direction of the center of Hokkaido. 
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